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長径間送電線用電線=AS-170"の諸特性
The Characteristics of the Cable"AS-170"for Long Span AerialTransmission Lines

星 野 弘
‖け(叩l血iIl()Sllh川

内 容 梗 概

長行甘~慄アニウ送電鰍｢】の･電糸如こ/〕いてl_1立電線株式会社でほ-▲迎の研究を行なってきた.長径閃汀1電線相即E

一一般に用いられているACSRなどと異なり架線条件もきびしくまた電線構造についても鋼線を一多く配列
線となるため特殊な問題点が多い｡本報告では主として新Lく開発したAS線による長径間用電線につ

流容量,アルミの応力分拒,張力時の疲労強度,振動特性,常時使用張力と最大使用張力の許容限界,

そのほかの諸特性を述べる.｡,

】.緒

･般に架空送電線の径l乱長は電線張ノJの許容限界と鉄貯費用の

済性から300m程度とすることがよいとされている⊂,しかL-ある穐

の場合には特に長径問に架線することが要求される｡たとえば送電

ルートの一部分を長径間送電線とすることにより送電線のルートを

短縮でき全体の建設費を特に節減できる場合がふる｡また河川,海

峡などをへだてて孤立している他の電力系統に長径間送電線をもっ

り広域運営の成果をあげようとする場合である(つ また孤

､1しじ島に給電する必要から長径間送電線を建設する場合も考えら

ノ干しるト

電力 海峡横断送電線とLてほ関門海峡構断送電蘭

があり中国,九州の電力系統を結んでいる｡このたび小国,四国を

結ぷ海峡横断 電線が電源開発株 に淵
ノブ

式 より建設されることにな

一′_-,た..この･~日掛--･四国連絡送電線の計画は最長径間2.3k】11(わが国
最長拝聞)を含む5筒所の長径間送電線に上/-,て瀬戸l勺海を島伝い

に横断するものである..佃こ送電容二最も4()()MWとさjL規脚こおい

てほ世界的なものと考えらjLる`〕

=立電線株式会社ではこのような長子筆問送 線iこ11いる電線につ

いて.抽侶∴研究を続けてきた｡椎々の研究の結果から長径間,海峡

横断送電線用電線としてAS線(7ルミ被鋼線)を応)llLたAS--･17O,

AS-､210,AS--250がすぐれているとい;)結論を得た..そして■川1ミl

l7Ll国連絡送` 繰にはAS170が用いトー)れることとな----た1､ノ､卜く

′いトの電線に/~几､ての研究結果にノ~)いてj′瓜べく)L

~_ニン
し

2.電 流 容 量

電流れ圭封川･同一川国連絡送電潮ザ場r†,送電牢≠昌二,送電電け,

送電｢･~,一線数から600A以上が要求さjtた｡長径間送電線でほ~i二とL

て電線の引 荷重,耐振動妓労性 一.即時使用張ノJと最大棟用張プノの

許容限が高いこと,架線l:~丸卜要求される特性, 峡横断の関係で

問題となる塩分に対する耐食件の問題などがあf_)`

ウ:i:

-
､

1
･

リノ掛澗気

ヰ)_甘要祝される開催け_多い､こ′jしド〕の問越は解決されなけJLばなt､)

ないかl拓提条件とLて電流容旨が保障されなければならない･

長径間送電 で第一に要求さ′才しることはゆるみ度を小さく架線で

きることである.-:ゆるみ度は径問長が与えられた場合潔線張力に反

比例L電線重量に比例する..それゆえ高張力で架線できることおよ

び重量の軽いことが望ましいL-】しかし電線に使用できると考えられ

る材料を検討すると引張強さ180kg/mm2程度の特強鋼線があげら

れる｡導電休としては重量の点からいってアルミが考えられる1-.鋼と

よ申合わせて電線な構成する場合耐食性の点でヰ)7ノLミがよいと考

えられる｡

電線の構成材料とそれぞかの電線断面内でのJi有率を決定Lた場

合には電線の引張荷風 重量は電線の断面積すなわち外径の2兼に

比例するLl電線に対する風肝は電線の外径に比例する._-_.それゆえ電

線の常時張功と最大使用張力は電線外径が大きくなると~/テニいに虻巨~J

く傾向カり-)る｡最人使用張立と引張荷重のJ七 すなわ†J`安全率を--･

定とすると外径の人きい電線では常時使用張力を人きくしたことに

なりゆるみ度が小さくなるこ､しかし外径を大きくすることは新しい

問題点が多いと考えられまた瀾特使用張1咤無謳‖猥に大きくするこ

とはできない〔二)架空送電線瀾竃魔の使肝実 からすると外径35Tlllll

種皮が適凹と考えられ送電電任からいってコロナの防直仁もこの程

度の外ほが適当である｡これらの考察から 線3.2nl111¢9l■木偶成

,外径35.21Tlm¢の電線を試作することとなったっ
電流容右;二600A,電線外洋35.21mll¢から推定するとアル=酢面

精2川)Ill11ゾ杵度の電線が考えられる｡残余部分む特強鋼線とする

とリl張荷重は80,000kg以上になる､_,しかしこのような構成の電線

では鋼線の■t-i庫辛くが人きいため通常ACSRでほ無税している鋼線の

磁気r【三川が現われる~‖指巨性がある｡長径間用電繰に/~)いての電流容

量の問題は機械的特性を空しない範囲で電流を効果的に流Lうる⊥

うな電線構造を見il十トニとである｡

第1去.試 作 し た 長径 関 川 電線 の 性能表

電流容_最ほ周囲温度40OC,温度上昇50ロC,li卦1LO.1W/cm2,風速0.5m/s,熱放散係数0.9とLて求的た｡

3.2(0.3)ASほ外径3.2mm¢,アルミ被厚さ0.3mmのAS根をホす｡
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試作した長径問周電線の温度上昇特性

試 験

第1表,弟l図に示す電線について通 試験を行なった.｡上述の

ように鉄損により交流抵抗の増加が予測されるので温度上昇,交流

抵抗の測定を行なった｡

温度ヒ昇の測定結果を弟2図,交流択抗の測定結果を弟3図にホ

す｡これらの測定値に従って電流容量を求めると第1表のようにな
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第3図.試作Lた長径問用電線の交流祇杭

~7

2.2 結果の検

第2図によると鋼線を外層に配擬したIACSR

抵抗の増加が大きく従って温度上昇も大きい｢

225では特に交流

洗を効果的に通す

ためには導体部分を外側にしたACSRと類似Lた構造がよいい

また導体部分である7ル (AS線)を外層に多く配置したAS-170



長 径 間 電 線 用 電 線 "AS-170"

が得られる1=)アル

特 性 765

ではAS,-210より交流抵抗増加率が′トさく電流容量がほぼ等しい.1

AS-170,AS-210,AS-250では外層がAS線であるため機械的特性

と電流 性とを両立させることができる｡

3.常時使用張力の検討

常時使用張力の許容限界値の大小は長径間用電線の良否を決定す

る有力囚-fである｡一般の送電線についてもこの問題は重要であり

CIGR丘で1叶界各地で用いている送電線について統計的調査をした

結果によるとACSRはダンパ,7-マロッドを用いて架線された場

合引張荷重の24%の常時使用張力で架線することができるとい

0

､ヘノ

第1表,第1図に示した長径間用電線では通常のACSRと異なり

アルミの断面積が少ないのでACSRの常時使用張力にならって架線

することは不安であり十分な検討が必要である｡.掛こアルミの応力

分担,振動に対する疲労特性などの面から総合的に検討しなけれは

ならない｡

3･1.アルミの応力分担の理論的解析

弟1表,第1図に示した各電線に常時使用張ノブを20～25tと仮定

し弾性的な応力分担の式によってアルミの応力を計算するといずれ

も10kg/mm2以Lの応力となり通常のACSRの場合の2～3倍の

伯となるノ この結果からすると長径問用 線で常時使用張力を決定

することにほ大きな問題点があることがわかるり

実験によると硬アルミ線のSS曲線ほ8kg/mm2前後の応力か仁)

大きく傾斜し,直線とかなり異なっている｡またクリープ現象もか

なり低い応力から観測されている｡これらの市突から考察すると最

初電線に張力が加えられるとアルミに応力が加わるがアルミにクリ

ープが発生するため応力が緩和していくことが考えられる.｢この

7′レミの応力の時間的変化を理論的に計算すると次のようにな

る`2)｡

電線のより合わせられていることによる効果を無視しアノしミ断面

積A〃,鋼断面積A尺,アルミ弾性係数Eα,鋼弾性係数Eぶとする｡ア

ルミに応力♂｡_が加わったときのアルミのクリープ速度を町α(伽),

鋼に応力げざが加わったときの鋼のクリープ速度を町ぶ(げβ)とする｡

鋼線が応力机,アルミが応力射であれば電線張力rは

r≡げ〃A化+げぶAヾ.
.(1)

であるし〕このとき外部に観測される電線のクリープを離時間中に三

であるとすると鋼線のクリープを無視した場合

ー‡町α(鋸)dト=‡且〝

は7ルミのクリープによる弾性的応力の変化を示している｡それゆ

えアル 全体の受けもっている 力の変化は

【岬■｡(け厄.)dト三1且1.Aけ. ‥(3)

-~ごある｡電線張力の変化がなければこの張力は鋼線に移ったことに

なる.‥,鋼線に張力が移ったことによって鋼に弾性的な伸びが起こっ

たとすれば

押"(仇)亘f=ど岬〃Ar∫
/∴l

となる｡ゆえに

E射4誹㌦(げα)離

/∴し

町什(げ｡)離

1+
E｡A｡

/･∵l

†町〃(げ｡)dト;)E′-=

｡.

..(4)

三(1+
E′,Ar∫

/こ､l

且〝A｡

/∴ し

E′∫研■け(げ′′)d≠

1+
/∴､･l

J･∵l

･
-
･

りT

二∴･/ざ 汗･卜

且ぶAぶ

‥(5)

によって7ルミの応力緩和を計算できる÷.離時間中の銅のクリーゾ

を考えると(1)～(5)式と同様にLて

89

且誹㌔(♂悠)蛮

1+

伽(≠)=α0+

gけAり

の応力変化は

‥(6)

Eふ4誹㌔(♂月) β｡町〝(げ〝)

1+
居けA化

/､､し

として計算される_(7)式によると鋼に対してアノしミの断面杭が大

きい場合には応力の減少速度が小さく,アルミの断面積が小さい場

には応力

の応力は

すなわち

和が｢ハ､｡また応力

J∵.1〝 り -

ムー､l

上∴､･l

甘′一月(げざ)二町′′(の,)

丁､‥.l､.∴l

和が終結するときの鋼,ア′L

且〟'√エ(伽)

1+
月′丁.A′′

豆ヾオご

=0

となるような応力である仁約1,000時間内にアルミについて観測さ

れる最小クリープ速度をr肌､(7)式によって応力緩和を計算すると

弟4図のようになる,実際には応力印加茫し経過渡的に現われる急速

なクリープによって応力緩和が短時間で進行する-

3.2 応力緩和の実測

AS線について上述のような解析を行なったが過渡的なクリーゾ

によって応力緩和がどの程度の速さで進行するかを求めることほ閃

難であるし､ 際に応力緩和に必要尤時間を知るため曲げ応力につい

て応力緩和を実測した｡

第5図にその方法を示す｡.送り装附こよって試料に曲げを与え

るr.AS線の曲げに対する反発力は最初は鋼と7′しミに生じた応力

によるものとして考え[_)れるが7ノL の応力が緩甘すると鋼線たけ

の反発力に近づく.

実験結果の一例を第d図にホす｡_.AS線〝)場合ロードセ′しの荷重

は約20時間でかなりの低下を示している､)

弟4図,葬る図から7ル

常のACSRと同等の応力に

こh岩､塙二

F
屋
恕
択
e
…
ユ
､
ト

の応力ほ架線後時間がたつと低下L通

すると考えられる(=】

第4囲 ア′し の分担応力の時間l羊J変化

第51頚 7ル の応力緩和の実験装置
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第6図 曲げに対する反発力の測定結果
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第7図 張力下での疲労試験装置
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第8図 張力下での素裸の疲労試験結果

3･3 張力下での疲労試験

上述したようにアルミの応力緩和現象があるが常時使用張力を決

定するうえでは 力下での疲労強度の測定が必要である｡しかし弟

1表,第1図に示したような電線に実際の張力を与えて振動疲労実

験を行なうことはかなり大きな設備を必要とする｡それゆえAS線

の素線について張力下で疲労 験を行ない応力緩和を確かめ架線時

の疲労強度の推定資料を得た(3)｡

第7図に張力~~Fでの疲労試験方法を示す｡碑錘によって試料に張

力を与え重錘せ上下方向に振動させる｡重錘には永久磁石が取り付

けられており振動により発電コイルに振動電圧を発生する｡振動電

圧は増幅器で増幅されて電磁石に与えられ振動を持続させるように

なっている｡

弟8図に 験結果を示す.‥.振動振幅は訊脛卜長の±0.1%とした

それゆえAS線の表面上のアノし には±6.3kg/mm2の振動応〃が

試料

第44巻 第5号

ストレーンノータ 電磁オッシログラフ

第9図 より棟の減衰定数測定方法

第2表 素線の減衰特性の比較

加わり瞬間的なAS線の張力は垂錘の貞量を平均値として±123kg

変化していることになる｡

弾性的な応力分担の計算式で求めたアルミの応力を基礎としてグ

ッドマンの方式によって疲労張度を求めると弟8図の各測定点は大

きく疲労限を逸脱している｡弟8図からもアルミの応力緩和が推定

されまた高張力時の疲労特性が測定された｡

3t4 振 動 特 性

電線の振動疲労は振動発 ひん度に左才rされる｡振動発生ひん度

は送電線の立地条件,電線種類と架線張力に影響されると考えられ

る｡ に電線の振動吸収特性は構成材料の金属固有の性質によって

かなりの差異がある｡一例として素線の片端を固定し他端に自由振

動を与えた場合について 衰定数を求めると弟2表のようにな

る(4)｡ここで減衰定数は次式によって示される｡

互=

ここで 互:1サイクル当りの減衰定数

α1,α2:異なった時刻での最大振幅

乃= 振幅がα1からα2になるまでの振動サイクル数

である｡

新種の電線についで.常時使用張力を決定する場合には振動発生の

難易について検討することが必要である｡現状では振動発生の原因

についてかなりの解明がなされているが風速,風向などの物理的条

件と電線の振動特性から正確な振動振幅や電線に加わるひずみを算

出することはできない｡しかし銅線,ACSR,イ号アルミ線などに

ついては多くの実用経験があり常時使用張力の最大許容値について

もかなり明確となっている｡それゆえ新種の電線について振動減衰

特性,疲労特性を従来から用いられている電線と比較すれば新種の

電線についての常時張力を推定できる｡

振動減衰特性の測定はできるだけ架線状態に近い方法で測定する

ことが好ましい.-.その測定方法を第9図にホす｡試料に張力を与え

支持点から15mmの点の振動ひずふが±0.01%程度となるような

振動を与える｡.加振力を取去ると電線が減衰振動をする｡オシログ

ラムの波形から(9)式によってgを算出する｡

測定結果を舞3表に示す｡15c/s以上では減衰定数が増大するよ

うであるが試験設備の振動l吸収ということが考えられるので15c/s

以下の値を示し■た二15c/s以~~卜では∬は一定している｡また張力が

大きくなると減衰定数は小さくなる傾向がある.ン

3.5 振動板幅の推定

減衰定数から電線が振動中内部で消費するエネルギーを求めるこ

とができる｡このエネルギーと凪が電線に与･える加振エネルギーと

が等しくなるような条件を求めると次のようになる｡
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第3表 各粍より線の減衰定数比較

第10図 凪が電線に-ケ･える振動エネルギー

定常波振動が減衰する場合について電線の単位長さが消費するエ

ネルギーの全径間についての平均値は次式で与えられるっ

7r】

×l穐サ囁…‖

ここで Ⅳ:電線の甲位艮重量(kg･S2/m2)

α:振動全振幅 しm)

′:J司 波 数(s~1)

である.〕凪が電線に与える加振エネルギーを電線中位長さについて

毎秒E(kg･S【1)とすれば

E=_一更--×l穐サ低
2

となる.⊃導体外径をd(nl)として(11)式を変換すると

E 汀2

･fソ
::

tt■Jl.

d2 ‥し12)

となる｡且は電線に対する風の当f)方でかなり微妙な変化があるよ

うに感じられるがF.B.Farquharson氏らの風胴による実験(5)とJ･

S.Tompkins民らの研究を引用すると(6)(12)式左辺ほ第10図のよ

うになる｡それゆえ各種電線についての振動難易の尺度として(12)

式中の

ll■八~

d2 =さ

を比較することが考えられる｡各種電線について測定されたgの伯

からEを求めると弟3表に示すようになるし,AS-170,AS-210,

IACSR225はACSRに比して振動発生の可能性が少ないと予測さ

れる｡

3.る アルミの黙約応力

長径間 電線では温度変化による架線張力の変化は少ない｡それ

線 "AS-170" の 諸 特 性 767

ゆえ完張力下で全振幅150度程度の熱サイクルを考える｡AS線の

線膨脹係数の 測結果でほ銅線に近い値が得られている｡アルミに

熱的に発生する弾性ひず克は

(23.0-11.6)×10▼6×150二1.71×10~4

となる｡これを弾性応力に換算すると10.8kg/mllュ2となる｡それ

ゆえ150度の熱サイクルを受けた場合全振幅10.8kgの応力サイク

ルをアルミが受けることになる｡舞8図によるとひずみの全振幅

0.2%,応力全振幅12.6kg/mm2に相当する実験結 を知ることが

できる｡150度にわたるヒートサイクルが発生すると予想される回

数と第8図の結 を比較すればAS線ほ十分な寿命があると思われ

る｡AS線の素線についてヒートサイ

認められなかった(4)｡

訊レノク
ったが異常は

4.常時使用張力の決定

アルミの応力分担の検討と各種の実験結果を総合すると常時使用

張力はACSRと対比しながら検討し決定するのが適当と思われる｡

その理由は次の2ノ､一丈に集約される｡

(1)7ルミの応力が緩和する｡AS-170,AS-210ではACSRに

近い応力となる｡Lかも緩和に必要な時間は比較的短い.⊃

(2)振動発生の可能性はACSRに比較して多くはない｡むしろ

少ないと予測される｡

常時使用張力を決定するためには架線状態でのACSRと疲労強度

が同等となるような張力を求め,その張力を目安とすることがよい

と考えられる｡

4.】ACSRとの疲労強度比較

通常のACSRで7ルミ線の引張強さを16.8kg/mm2,架線時の7

ルミの分担応力を4.Okg/mm2とするとグッドマンの方法により張

力印加による疲労限の低F率は

=0.76
16.8

となる｡アルミの分担応力4.6kg/mm2のとき ±6.3kg/mm2の振

動応力が加わった場合の振動繰返し数を求めると無張力時に振動応

力が±6.3一ン0.76二±8.3(kg/mm2)だけ加わった場合の振動繰返し

数に相当することがわかる｡硬アルミ線について実験したところで

ほ約8×105担】である｡

第8図は張力状態でアルミの応力振幅が±6.3kg/mm2の場合の

結果である｡それゆえ第8図で繰返し数8×105回となるよう

なAS線の張力が上述の場合のACSRと同等の疲労強度となる点と

みなされる｡第8図によると 250kgであるJAS線の各素線が

250kgの張力となる場合を算出すると

AS-170:26,300kg

AS-210:22,750kg*

艮時間についてみればアル 力応の

､
､
､

ってAS-170,

AS【210の差異は少なくなると考えられれる｡(8)式の条件となる

応力をアルミ3kg/mm2(引張臆さの18%),鋼43kg/mm2(引張鶴

さの24%)として張力を計算すると

AS-170:24,700kg

AS-210:23,000kg

である｡

330mm2ACSRについて常時使用張力の許容限界値を引張荷重

の24%とすると2,620kgとなる｡この場合アルミの応力 和を考

えて分担応力3kg/mm2とすると鋼線の分担応力31kg/mm2(鋼

線の引張威さ130kg/mm立として24%の応力)となり非常な炉似性

* 第8図の実験は外径3.2mm,アルミ厚さ0･35mmのもので

あるからAS-210の場合若干の差異が予想される｡0･25mm

の厚さの場合疲労特性がl〔リ｣二することが考えられる｡
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を見出すことができる㌔

ム2 常時使用張力につし､ての結論

上述した

日 立 評

果を総合して常時使用張力を推定すると次のよ

うになる｡各種の実験には誤差が伴うから1t以下の端数ほ正確と

はいいがたい｡それゆえ

AS-170:約25,000kg

AS-210:約23,000kg

とする｡使用条件としてほダン/く,アーマロッドを用いること,艮

径間に用いる場合iこはこれらの張力を■支持点張力として考えるのか

適当である､_

5.最大使用弓長力

最大使用張力は電線に欠陥を生じない範囲の最大張力で常時張力

から最大使用張力までの張力変化がある程度繰り返され,またある

僅度の時間その張力に保たれても支障ないことが必要であるコ

5.1素線についての基礎実験

弟7図に示した方法で3.2mm¢特融亜鉛鍍鋼線について実験を

行なった｡その結果では平均張力600kgで±0.1%ひずみを与えた

場合でも5×106回以上の寿命があることがわかった｡±0.1%のひ

ずみを与えるためには3.2mm¢特強亜鉛鍍鋼線の場合±170kg,

全振幅340kgの張力変化が与えられていることになる｡またこの試

験中に生じた永久伸びは0.03%であった｡

AS線についての実験結果は弟8図に示すとおりである､､±0.1%

のひずみを与えるための張力変化は全振幅で240kgである｡試験

中の永久伸びは0.035%以下である｡これらの実験によると各素線

は大きな張力サイクルに耐えることがわかる｡

5.2 最大使用張力の決定

上述の結果によるAS-170,AS-210の各素線は全振幅0.2%の伸

縮を生ずる■ような張力変化に対して十分な寿命をもっていることが

わかる｡より線について考えるとこれは常時使用張力より少なくと

も20t以上高い張力までの張力サイクルに耐えるということを示し

ている｡それゆえ最大使用張力は常時使用張力より約20.000kg高

い張力とすることができる｡

る.そのほかの諸特性

以上に電流容量,常時使用張力, 大使用張力に関する検討結果

を述べたが耐食性などについて検討する｡

る.1耐 食 性

AS-250の金 通過前と通過後のものをこついて食塩水ふん霧試験

(アメリカのFed,Spec.QQ.M-1SIa法)を行なったc.1年3箇月

の試験の後電線を解体して 性を調査した｡

AS-250の各層の素線について引張荷重,伸び, 気抵抗,

ん)回値を測定したが大きな変化はなかった｡またア′レミ層のほく

離,鋼線の露出,さびの発生ほまったく認められなかったっ

この実験からするとAS一一250と類似構造のAST210でも同様で&,

ると推定される〕AS-170は中心部が亜鉛メッキ線であるため耐食

性は劣ると考えられる｡しかし構造はACSRと同様であるため耐食

性はACSRと同 と考えられる.｡また防食コソ′ミウンドを使用した

場合についてもACSRと対比して考えてよいニ

イ号アルミ線はアルミ線に比較して耐食性は劣る､特に波力下で

腐食を受けた場合は腐食が速くなると考えられるリ

鋼線の常時使用張力は引張荷重の11～13%といわれているが

7ルミ線とより合わせられたACSRでほ24%の応j]で使用さ

れていることになる｡ACSRでは応力緩和を無視しても鋼線

の応力は13%をこえる｡これはアルミの振動吸収作用による

ものと考えられる｡
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イ号アルミ線は析出硬化によって強度を付与した合金線である｡

長径間送電線では電線を電流容量の限界値近くで用いるためイ号ア

ルミ線はかなり高い温度に長時間さらされることになる｡この場合

イ号アルミ線ではMg2Siの析出が進行し機械的特性,耐食性の劣化

が起こる吋能性がある(4)｡この点は鋼線を外層に配置したIACSR･【

225では電流容量の不足から温度J二昇が大きいことと相まって重大

た欠陥となる可敵性がある｡

7.結

以上長径間用電線について各穐検討した結果を要約すると次のよ

うになる.

(1)AS線を応用した長径間用電線では機械的特性を失うこと

なくさらに人きな電流容量を確保できる(,AS-250,AS-210,AS-

170ほいずれも電流容量600A以上で･川司一四国連絡線用電線と

して適当である｡

(2)鋼に対してアルミ断面積が小さい場合掛こl~;ij題となるア′レ

ミの応力分担についてアルミのクリープ速度を考慮したまったく

新しい理論的解析を試みた｡

(3､)7′レミのクリープによる応力緩和現象は実験的に確認され

た｡､

(4)長径間用電線の振動減衰特性について測定しACSRと比較

した｡電線としての振動発生の可能性はACSRより少ないと推定

される.｡

(5)架線張力が加わったときの疲労強度がACSRと同等となる

ような張力を求めた｡またACSRでアルミの応力3kg/mm2(引

張強さの18%),鋼の応力31kg/mm2(引張超さの24%)と仮定

L,その分担応力を長径間送電線の場合に適合させるとACSR

と淑力時の疲労強度が同一になるようにして求めた張力と近い他

になる.｡常時使用張力はアルミ応力3kg/mm2(引張強さの18%)

鋼応力 43kg/mm2(引張強さの24%)として計質した張力であ

るノ

(6)最大使用張力は各素線の許容しうる張力サイクルから考え

て常時使用張力より20t程度高い値と考えられる..

(7)AS線の耐食性は良好である｡イ号アルミ線は高温時Mg2

Siの析出があり機械的強度の低下が考えられる〕

ニニに特 すべきことはAS線の工業的生産の成功であり,AS

線を応用することによって新しい方式の長径間用電線が生れたこと

である

中国一四国連絡線の海峡部架線工事は昭和36年11月4｢1から開

始さオt,大島一中渡島間用の電線としてAS-170,6ドラムが日立

電線株 会祉から納入された｡残る他の海峡横断部用電線の一部に

ついては日立電線より支給したAS線により古河電工株式会社,住

友電_1二株式会社でより線が行なわれた｡

終わりにあたり本研究についてご指導,ご協力をいただいた電源

開発株式会社,口立

げる｡

線株式会社の関係各位にあつくお礼申しあ
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